
鹿児島県太陽光発電所内電力貯蔵施設消防職員受傷の教訓
令和６年３月２７日鹿児島県の太陽光発電所内電力貯蔵施設から発煙し、消防職員４名が受傷した。
発煙から発火、爆発の経緯は地元テレビ局取材画像に残されている。防火衣と呼吸器を装着した６名
と通常の活動服の４名が施設ドア付近で活動している様子が記録されている。ドアが開くと濃い白煙
が周囲を覆い、消防職員の姿はわからなくなる。その後、発火し、爆発が複数回起きている。その後、
防火衣とボンベを背負い、ヘルメットと面体が脱落した消防職員１名が救助されている１）。
これまでにも中国北京市の電力貯蔵設備火災に対応した消防職員２名が殉職２）、米国アリゾナ州の電
力貯蔵設備発煙に対応中の消防職員４名が受傷している３）。電力貯蔵設備の発煙や火災では、異常が
発生してからしばらくして爆発が起きている。消防職員が通報を受けて、現地に到着、状況を調査中
に爆発となっている。そのため爆風や火炎により受傷する結果となっている。
この教訓から電力貯蔵設備の安全設備が充実するまでの期間、消防職員は電力貯蔵設備内で爆発が起
きる前提で活動を行う必要がある。立ち入り制限区域を設け、消防職員が立ち入る場合には、現場指
揮所で統制を行い、防火衣と呼吸器を装着させ、爆発発生時には迅速に避難支援できるよう同様装備
を装着した職員を複数待機させる必要がある４）。
リチウムイオン電池の火災を消火するためには、電池を水没させる必要がある。太陽光発電所の電力
貯蔵の場合、現実的には消火不可能である。周囲への延焼を防止しながら今回のように燃え尽きさせ
る制御焼却となる。もし、未反応のリチウムイオン電池が残存した場合には、再燃の可能性がある。
再燃は複数回起きることがあり、再燃までに一週間程度の事例もあるため、警戒を怠ってはならない。
発災した施設に関する資料「平成 26 年度補正予算再生可能エネルギー接続保留緊急対応補助金（再生
可能エネルギー発電事業者のための蓄電システム導入支援事業）事 業 報 告５）」を見ると類似設備が６
件存在する。
管内に類似設備が立地する消防は、この教訓を活かしてもらいたい。
日本火災学会会長　鶴田　俊
令和６年３月３０日

１）https://www.mbc.co.jp/news/article/2024032800070600.html
２）https://www.ctif.org/sites/default/files/2021-05/Accidental%20analysis%20%281%29.pdf
３）https://fsri.org/sites/default/files/2021-07/
Four_Firefighters_Injured_In_Lithium_Ion_Battery_ESS_Explosion_Arizona_0.pdf４）https://www.sandia.gov/app/uploads/sites/
163/2023/06/2023ESSRF_Session4.2_DeCrane_Sean.pdf５）https://sii.or.jp/re_energy26r/file/jigyouhoukoku.pdf
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